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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
'本研究杜､光線力学的療法 (phtodynamictherapy,PDT)か滑膜肉腫の治療に
応用可能かを invitroならびに invivoに検証したものである｡光感受性物質
ATX･SIO･NaIを用いて行った滑膜肉腫細胞株 (SYO･1)のinvitro実験におい
てはレーザー強度依存性にPDTは殺細胞効果を示すことを明らかにした｡Invivo
実験においてはSYO･1担癌ヌー ドマウスに対してPD廿を行い腫癌増殖効果の抑
制ならびに腫癌嘩死を組織学的にも確認できた｡さらに､腫癌辺縁切除の後に
PDTを追加することにより､腫癌の局所再発率が低下することを明らかにした｡
これにより､この方法は神経血管などに接した滑膜肉腫の切除に際し､切除縁縮
小の一方法となる可能性を示すことができた｡難治性である滑膜肉腫の治療につ
いては外科的切除が限界を示すことが多いが､PDTを併用することにより将来的
に根治生の高い治療ができる可能性を示した価値ある研究と考えられる｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
